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県立医科大学・附属病院を核としたまちづくり事業
等に関する特別委員会

決算特別委員会

市スポーツ施設の活用及び整備等に関する特別
委員会

議会改革特別委員会

　主な議題は、附属病院の南側地区における新駅の整備と、それに
伴うアリーナ建設、周辺施設の配置計画及び事業スケジュールでし
た。奈良県は医大新キャンパス付近（市営住宅跡地）に、5,000人
規模のアリーナ建設を計画しています。また、新駅の整備により街
が大きく変わることとなります。
　アリーナや新駅周辺の整備における県、市、近鉄の費用負担の割
合や役割分担、また、交通渋滞や駐車場問題に対する懸念事項につ
いて質疑がありました。市は、新駅とアリーナの利用促進のため公
共交通機関の利用を促す方針を示しつつ、市民への影響を最小限に
抑えるよう県と協議を続ける姿勢を強調しました。　

予算特別委員会

 

　暑かった夏も過ぎ、秋を感じる間もなく、冬の訪れを思わせる肌寒い日が続いております。皆さまいかがお過ごしでしょうか。
 さて先日、奈良2区選出の高市早苗衆議院議員が、日本の憲政史上初めて女性として内閣総理大臣に就任されました。政党や思想の違い
はありますが、世襲ではない女性が国のトップに選ばれたという事実に、時代の確かな前進を感じます。努力を重ねてこられた姿には素
直に敬意を抱くとともに、私自身も一層精進せねばという思いを新たにいたしました。
 　「ジェンダー平等」という言葉が広まり久しいものの、女性の社会進出には依然として多くの壁が残されています。世界経済フォーラ
ムが発表するジェンダー・ギャップ指数によれば、日本は教育や健康の分野では高い水準にありますが、政治参画や経済参画の面では依
然として世界的に低い順位にとどまっています。
 橿原市議会における女性議員の割合は約30％と、全国平均の16.8％を上回っております。しかし、「議会は社会の縮図」という観点から
すれば、男女が同数である議会と比較して、まだ十分とは言えない状況です。 今後も皆さまのお声に耳を傾けながら、誰もが暮らしやす
く、働きやすい橿原市の実現に向けて、引き続き政策提言を行ってまいります。
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今井 りか 今井 りか 
R i k a R i k a I m a i I m a i 

 　今回の予算委員会では補正予算が可決されました。
まず「奈良スーパーアプリ」を活用した体育施設のオンライン予約
が始まります。スマホだけで簡単に予約できるようになります。
　また、子育て支援では、産後ケア施設の増築補助が行われ、宿
泊・通所型の利用環境が整います。さらに、橿原運動公園再整備に
向けた費用対効果の分析もスタート致します。
 　その他、給食運搬支援や通園バス運行費の確保、介護給付費基金
への積立など、市民の暮らしを支える幅広い事業が盛り込まれてい
ます。

　令和13年（2031年）の国民スポーツ大会・全国パラスポーツ大
会に向け、橿原運動公園の再整備が進められています。
　今回の特別委員会では、新体育館と屋内プールの基本計画（素
案）が報告されました。
　新体育館は市民の誰もが利用できる多目的空間として整備さ
れ、災害時には避難所や物資拠点としても機能します。屋内プー
ルは小中学校の水泳授業を集約して行える設計で、夜間や休日は
市民に開放予定です。AIによる安全監視カメラの導入も検討され
ています。
　また、芝生広場や親水広場を一体的に活用し、子育て世代が一
日楽しめる公園を目指しています。
　12月頃には基本計画が完成予定です。今後も市民の声を反映し
ながら、安心・快適で魅力ある橿原運動公園の実現に向けて進ん
でいきます。

令和6年度の一般会計および特別会計の決算について審査が行わ
れ、すべて原案通り認定されました。
今回の決算特別委員会では、財政の健全化や教育現場の支援体制
について質疑を行いました。
 まず、財政状況については、財政力指数（0.67）や実質収支比率
（2.4％）など、複数の指標が悪化傾向にある点を指摘し、類似団
体との比較結果（財政力指数36位、実質収支比率49位）を踏ま
え、市としての分析と改善に向けた取組を求めました。
 教育分野では、教員の負担軽減につながるスクールサポートスタ
ッフの配置率が約24％と低い点を挙げ、100％の配置を目指すよ
う要望。また、5歳児健診の実施に向け、医師確保や職員体制など
課題を一つずつ解消し、早期実現を求めました。
 さらに、就学援助や心理相談員の配置、乳幼児健診の受診率向上
策についても確認し、子どもと家庭を支える体制の充実を訴えま
した。
 今後も、市民の暮らしと教育環境の向上に向けて、課題解決に取
り組んでまいります。

６月定例会から議論が進められている事項について、引き続き実現
に向けて議論を行いました。また、以下のことが決定致しました。

＼＼議会報告会の開催が決定！！／／
日時：令和８年１月２９日(木)
会場：かしはら万葉ホール　４階　研修室２
内容：決算審査の報告、市民との意見交換

本市として初めての取り組みです。議会報告会に向けてしっかり準
備をしてまいりますので、皆様のご参加お待ちしています！！



今井りかのホームページと公式LINEができました！
ぜひチェックしてみて下さい^^

HP: https://imai-rika.com/

HPは
こちら⇒

公式LINEは
こちら⇒

インターン生を受け入れました

日本女性会議2025橿原

日本女性会議とは？
男女共同参画社会の実現を目指し、全国の参加者が集まって課題解決策を探ると共に
交流の促進や情報のネットワーク化を図ることを目的とした国内最大級の大会です。

今井りか今井りか 後援会後援会
今井りかの活動を支えてくださる方を募集しています。
次のようなことを手伝って頂ける方、ぜひご連絡ください。
・「いまいだより」を配って頂ける方
・過去の「いまいだより」を読んでみたい方
・宛名書き等のお手伝い　など
Mail : rika.imai0411@gmail.com　TEL  : 080-8305-4364

　日本女性会議が10月3日～5日の3日間、橿原市で開催されました。
　1日目は９つの分科会が開催されました。私は、午前中は全国各地からお越しになった参加者の
皆さまを、ボランティアスタッフとしてお出迎えさせていただきました。
　午後からは２つの分科会に参加させていただき、男性の家事参加が社会を救うほどの大きな意義
があると言った内容や、性や妊娠・出産に関して、様々な選択肢があるということについて改めて
学ぶ機会となりました。
　2日目は、まほろば円舞会の皆様によるオープニングに始まり、アンミカさんによる記念講演やシ
ンポジウムと盛りだくさんで、フィナーレには八木中学校の吹奏楽部の演奏に合わせて、同じく八
木中学校のカラーガード部の部員の皆さんによる素敵なパフォーマンスで華やかに閉会しました。

　3日目は、かしはら未来会議と題し、中高生が「Well-beingなまちづくり」をテーマに熱意のこもっ
たプレゼンテーションをされました。
　通学路や、交差点などに関するものやワクワクする街を作りたいと考えておられるのが印象的で
大変刺激を頂くものでした。今日の発表に至るまで、たくさん練習したり、一生懸命資料を作成され
たのだろうと想像すると、とても胸が熱くなりました。そんな子どもたちの想いに、しっかりと向き
合い、どうやったら橿原市で実現できるのか、頂いた提言をどのように政策化していけるのか、 
しっかりと考えていきたいと改めて強く思いました。発表のテーマは以下の通りです^^

光陽中学校→「橿原市をより良くする取り組みの第一歩　明るくて安全な街にしよう」
八木中学校→「あそびがいっぱい！ぼくらのまち橿原」　歴史もプールもぜんぶ冒険！」
畝傍中学校→「人が集まりつながる楽しい街へ」
聖心学園中等教育学校→「超・高齢化社会に挑む！橿原モデルの医療改革〜財政との両立に向けて」
橿原高校 →「橿原市の交通安全対策について」
橿原学院高等学校→「高校生の通学路からつなぐ“ はじまりのまち” 構想」

　8月から9月末の間、インターン生の受け入れを行っていました。議員インターンシップとは、大学生が
議員と行動を共にすることにより、議員の仕事や想い、政治と社会のつながりを知る体験学習プログラムの
ことです。私の元に1人の女子大生がインターンとしてきてくれました。私にとっても初めての経験でした
ので、どのように同行してもらうか等に苦慮しました。

　まずは議員の仕事を知ってもらおうと、施設見学をしたり、パワーポイントを使用して議員活動の説明を
行いました。そこから2ヶ月間は、SNSの発信や、市役所職員との打ち合わせ、地元活動、ポスティング業務
などなど、私の活動にとことん同行していただきました！

　今年の夏は私にとって元々、参院選支援・夏休みのお母さん業(ワンオペ)・地元こども食堂のお手
伝いやポスティングはじめいつもの議員活動と、いつも以上に忙しいことが確定していました。
そんな中での受け入れだったので、終始とても不安でした。ですが、最終日の振り返りを終えた後、
インターン生から「今井さんを(インターン先に)希望させていただいてよかった。充実した2ヶ月だっ
た」というようなメッセージをいただき、不安や心配等いろいろな想いが全て報われたような気持ち
になり、気づけば泣いていました。
　　　　　　　　　　　　　　人に色んなことを伝える難しさ、自分の仕事を客観視したものをレポートで
　　　　　　　　　　　　　いただく新鮮さ、私の当たり前になりつつある日常が若者にとって 刺激的であると
　　　　　　　　　　　　　いうことなど、たくさんのことをむしろ学ばせていただいた2ヶ月でした。貴重な
　　　　　　　　　　　　　経験をさせていただきました。
　　　　　　　　　　　　　　来年2・3月もインターン生を受け入れる予定をしています。
　　　　　　　　　　　　　私と関わることで、政治に興味を持って頂くきっかけになったり、
　　　　　　　　　　　　　政治家を志す若者が出てきてくれることを願いながら、
　　　　　　　　　　　　　引き続き精一杯活動してまいります。　


